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上山市議会第５２０回定例会 

〔令和４年度３月予算特別委員会会議録〕 

（第 ４ 日） 

令和４年３月９日（水曜日） 

 

本日の会議に付した事件 

 議第１１号 令和４年度上山市介護保険特別会計予算 

 議第１２号 令和４年度上山市浄化槽事業特別会計予算 

 議第１３号 令和４年度上山市後期高齢者医療特別会計予算 

 議第１４号 令和４年度上山市産業団地整備事業特別会計予算 

 議第１５号 令和４年度上山市水道事業会計予算 

 議第１６号 令和４年度上山市下水道事業会計予算 
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出 欠 席 委 員 氏 名 

出席委員（１５人） 

       長  澤  長右衛門  委員         石  山  正  明  委員 

       佐  藤  光  義  委員         守  岡     等  委員 

       髙  橋  要  市  委員         棚  井  裕  一  委員 

       谷  江  正  照  委員         尾  形  み ち 子  委員 

       川  口     豊  委員         中  川  と み 子  委員 

       神  保  光  一  委員         枝  松  直  樹  委員 

       川  崎  朋  巳  委員         髙  橋  義  明  委員 

       大  沢  芳  朋  委員 

 

欠席委員（０人） 

 

                                             

説 明 の た め 出 席 し た 者 

 

横  戸  長 兵 衛 市 長  山  本  幸  靖 副 市 長 
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尾  形  俊  幸 
庶 務 課 長 
(併)選挙管理委員会 
事 務 局 長 

 冨  士  英  樹 市政戦略課長 

鈴  木  英  夫 財 政 課 長  前  田  豊  孝 税 務 課 長 

佐  藤     毅 市民生活課長  鈴  木  直  美 健康推進課長 

土  谷  晃  司 福祉課副主幹  齋  藤  智  子 子ども子育て課長 

木  村  昌  光 商 工 課 長  安  田  紀  之 
観光・ブランド 
推 進 課 長 

漆  山     徹 
農林夢づくり課長 
（併）農業委員会 
事 務 局 長 

 須  貝  信  亮 建 設 課 長 

横  戸  利  平 上下水道課長  武  田     浩 
会 計 管 理 者 
( 兼 ) 会 計 課 長 

黒  田  彰  久 消 防 長  横  戸     隆 
教 育 委 員 会 
教 育 長 

土  屋  光  博 
教 育 委 員 会 
管 理 課 長  塚  原  洋  樹 

教 育 委 員 会 
学 校 教 育 課 長 

大  澤  泰  雄 
教 育 委 員 会 
生 涯 学 習 課 長  高  橋  秀  典 

教 育 委 員 会 
スポーツ振興課長 

大  和     啓 監 査 委 員  舟  越  信  弘 
監 査 委 員 
事 務 局 長 

 

                                             

事 務 局 職 員 出 席 者 

 

金  沢  直  之 事 務 局 長  鈴  木  淳  一 副 主 幹 

渡  邉  高  範 主 査  齋  藤  理  恵 主 任 
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午前１０時００分 開 議 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

開  議 

 

○中川とみ子委員長 おはようございます。 

 出席委員は定足数に達しておりますので、こ

れより予算特別委員会を開会いたします。 

 本日は、特別会計予算、公営企業会計予算の

審査を行います。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 議第１１号 令和４年度上山市介護 

       保険特別会計予算 

 

○中川とみ子委員長 それでは、議第１１号令

和４年度上山市介護保険特別会計予算について、

当局の説明を求めます。健康推進課長。 



－２３３－ 

〔鈴木直美健康推進課長 登壇〕 

○鈴木直美健康推進課長 命によりまして、議

第１１号令和４年度上山市介護保険特別会計予

算について御説明申し上げます。 

 予算書の１６８ページをお開き願います。 

 令和４年度上山市の介護保険特別会計の予算

は、次に定めるところによるものであります。 

 歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額

は、歳入歳出それぞれ４２億４，４００万円と

定めるものであります。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該

区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」に

よるものであります。 

 一時借入金、第２条、地方自治法第２３５条

の３第２項の規定による一時借入金の借入れの

最高額は５億円と定めるものであります。 

 歳出予算の流用、第３条、地方自治法第２２

０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各

項の経費の金額を流用することができる場合は、

次のとおりと定めるものであります。 

 第１号、各項に計上した保険給付費に係る予

算額に過不足を生じた場合における同一款内で

のこれらの経費の各項の間の流用とするもので

あります。 

 次に、第１表歳入歳出予算の説明でございま

すが、重複説明を避けるため、事項別明細書に

より御説明申し上げます。 

 歳出から御説明いたしますので、１８３ペー

ジ、１８４ページをお開き願います。 

 １款総務費１項１目一般管理費４，９２０万

３，０００円は、前年度対比１５６万４，００

０円の減でありますが、一般管理費では、電算

システムの処理業務委託料などを計上したもの

であります。そのほか職員人件費であります。 

 ２項１目賦課徴収費２９３万８，０００円は、

前年度対比４万２，０００円の増でありますが、

介護保険料の賦課徴収を行うための所要額を計

上したものであります。 

 ３項１目介護認定審査会費４３１万４，００

０円は、前年度と同額でありますが、介護認定

審査会の運営経費を計上したものであります。 

 ２目認定調査等費２，４２０万９，０００円

は、前年度対比７万６，０００円の減でありま

すが、介護認定調査員の報酬、介護認定に係る

主治医意見書の手数料、介護認定調査業務の委

託料などを計上したものであります。 

 次のページをお開き願います。 

 ４項１目趣旨普及費３万６，０００円は、前

年度と同額でありますが、事務消耗品等の費用

を計上したものであります。 

 ５項１目運営協議会費２８万１，０００円は、

前年度対比１万６，０００円の増でありますが、

介護保険事業運営協議会の開催費用を計上した

ものであります。 

 ２款保険給付費１項１目居宅介護サービス給

付費１３億２，０２７万６，０００円は、前年

度対比３３８万６，０００円の減でありますが、

在宅において介護サービスを利用した場合に給

付するもので、通所介護サービスなどの各種サ

ービスの利用者見込みにより計上したものであ

ります。 

 ２目特例居宅介護サービス給付費５０万円は、

前年度と同額でありますが、緊急やむを得ない

理由で、要介護認定前に居宅介護サービスを利

用した場合の給付費を計上したものであります。 

 ３目地域密着型介護サービス給付費８億８１

０万２，０００円は、前年度対比８５５万２，

０００円の減でありますが、地域密着型特別養

護老人ホームなどの各種サービス見込みにより

計上したものであります。 
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 ４目特例地域密着型介護サービス給付費１０

万円は、前年度と同額でありますが、要介護認

定前に地域密着型介護サービスを利用した場合

の給付費を計上したものであります。 

 ５目施設介護サービス給付費１２億８，６３

９万５，０００円は、前年度対比１，４４８万

９，０００円の増でありますが、介護老人福祉

施設、介護老人保健施設などの施設の給付費を

計上したものであります。 

 ６目特例施設介護サービス給付費５０万円は、

前年度と同額でありますが、要介護認定前に施

設介護サービスを利用した場合の給付費を計上

したものであります。 

 ７目居宅介護福祉用具購入費４３０万８，０

００円は、前年度対比８万４，０００円の増で

ありますが、入浴補助用具等の福祉用具の購入

に係る給付費を計上したものであります。 

 次のページをお開き願います。 

 ８目居宅介護住宅改修費６９２万７，０００

円は、前年度対比２６万２，０００円の減であ

りますが、手すりなどの住宅改修に係る給付費

を計上したものであります。 

 ９目居宅介護サービス計画給付費１億５，９

６５万４，０００円は、前年度対比３１万１，

０００円の減でありますが、居宅介護支援事業

所の介護サービス計画作成費用に係る給付費を

計上したものであります。 

 １０目特例居宅介護サービス計画給付費１０

万円は、前年度と同額でありますが、要介護認

定前に居宅介護サービス計画を利用した場合の

給付費を計上したものであります。 

 ２項１目介護予防サービス給付費８，１１８

万４，０００円は、前年度対比１１２万４，０

００円の増でありますが、在宅において利用す

る介護予防通所リハビリテーションなどの介護

予防サービス給付費を計上したものであります。 

 ２目特例介護予防サービス給付費１０万円は、

前年度と同額でありますが、要支援認定前に介

護予防サービスを利用した場合の給付費を計上

したものであります。 

 ３目地域密着型介護予防サービス給付費１，

６０２万５，０００円は、前年度対比８３万９，

０００円の増でありますが、介護予防小規模多

機能型居宅介護などの給付費を計上したもので

あります。 

 ４目特例地域密着型介護予防サービス給付費

１０万円は、前年度と同額でありますが、要支

援認定前に地域密着型介護予防サービスを利用

した場合の給付費を計上したものであります。 

 ５目介護予防福祉用具購入費１５１万９，０

００円は、前年度対比６万８，０００円の減で

ありますが、入浴補助用具等の福祉用具の購入

に係る給付費を計上したものであります。 

 ６目介護予防住宅改修費１，１１７万１，０

００円は、前年度対比７６万３，０００円の減

でありますが、手すりなどの住宅改修に係る給

付費を計上したものであります。 

 ７目介護予防サービス計画給付費１，３３６

万８，０００円は、前年度対比１７万１，００

０円の増でありますが、介護予防支援事業所の

介護予防サービス計画作成費用に係る給付費を

計上したものであります。 

 ８目特例介護予防サービス計画給付費１０万

円は、前年度と同額でありますが、要支援認定

前に介護予防サービス計画を利用した場合の給

付費を計上したものであります。 

 次のページをお開き願います。 

 ３項１目審査支払手数料４１９万４，０００

円は、前年度対比４万４，０００円の増であり

ますが、保険給付費の請求審査手数料を計上し
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たものであります。 

 ４項１目高額介護サービス費８，２０７万１，

０００円は、前年度対比１１６万１，０００円

の増でありますが、利用者負担額が高額になっ

た場合に支給するサービス費を計上したもので

あります。 

 ２目高額介護予防サービス費２２万円は、前

年度と同額でありますが、要支援の方を対象に

支給する高額サービス費を計上したものであり

ます。 

 ５項１目高額医療合算介護サービス費１，４

８７万３，０００円は、前年度対比２１万３，

０００円の増でありますが、医療と介護の利用

者負担額が高額になった場合に支給するサービ

ス費を計上したものであります。 

 ２目高額医療合算介護予防サービス費２２万

円は、前年度と同額でありますが、要支援の方

を対象に支給する高額医療合算サービス費を計

上したものであります。 

 ６項１目市町村特別給付費１，４３０万円は、

前年度と同額でありますが、紙おむつ支給に係

る経費を計上したものであります。 

 ７項１目特定入所者介護サービス費１億６，

５１８万１，０００円は、前年度対比１，７１

８万５，０００円の減でありますが、介護老人

福祉施設などを利用した場合の食費及び居住費

について、低所得者の負担軽減を図るため支給

するサービス費を計上したものであります。 

 ２目特例特定入所者介護サービス費５万円は、

前年度と同額でありますが、要介護認定前に施

設などの食費及び居住費のサービスを利用した

場合に支給するサービス費を計上したものであ

ります。 

 次のページをお開き願います。 

 ３目特定入所者介護予防サービス費４５万円

は、前年度と同額でありますが、要支援の方が

短期入所生活介護などを利用した場合の食費等

について、低所得者の負担軽減を図るため支給

するサービス費を計上したものであります。 

 ４目特例特定入所者介護予防サービス費５万

円は、前年度と同額でありますが、要支援認定

前に短期入所生活介護などを利用した場合の食

費等について支給するサービス費を計上したも

のであります。 

 ３款基金積立金１項１目介護給付費準備基金

積立金５０万円は、前年度と同額でありますが、

預金利子などを介護給付費準備基金に積み立て

るため計上したものであります。 

 ４款地域支援事業費１項１目介護予防・生活

支援サービス事業費（１号訪問・通所・生活支

援）９，０６６万７，０００円は、前年度対比

１，１６０万円の増でありますが、介護予防・

日常生活支援総合事業に係る要支援者及び事業

対象者を対象に訪問型、通所型サービスなどを

実施するため、給付費などの事業費を計上した

ものであります。 

 ２目介護予防ケアマネジメント事業費８９３

万３，０００円は、前年度対比２６万円の増で

ありますが、介護予防・日常生活支援総合事業

に係る介護予防ケアプラン作成相談業務などを

地域包括支援センターに委託するための委託料

として計上したものであります。 

 ２項１目一般介護予防事業費２，１１３万円

は、前年度対比８４万８，０００円の増であり

ますが、一般高齢者を対象とした転倒予防教室

などのほか、水中ストレッチ運動教室などを実

施するための委託料などの事業費を計上したも

のであります。 

 次のページをお開き願います。 

 ３項１目総合相談事業費１，２１１万４，０
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００円は、前年度対比３２万８，０００円の増

でありますが、高齢者の総合的な相談業務に関

する事業を地域包括支援センターに委託する委

託料及びコンピュータの借上料を計上したもの

であります。 

 ２目権利擁護事業費４７５万２，０００円は、

前年度対比１６万５，０００円の増であります

が、高齢者の権利擁護に関する事業を地域包括

支援センターに委託する委託料を計上したもの

であります。 

 ３目包括的・継続的ケアマネジメント支援事

業費１，１３２万９，０００円は、前年度対比

３２万８，０００円の増でありますが、介護支

援専門員などに対する個別相談や関係機関との

協力支援体制を確立するための事業を地域包括

支援センターに委託する委託料及び電算システ

ム保守管理委託料を計上したものであります。 

 ４目任意事業費７０８万１，０００円は、前

年度対比３８万７，０００円の増でありますが、

認知症高齢者等見守り事業、配食サービス事業

などの委託料などを計上したものであります。 

 ５目在宅医療・介護連携推進事業費２５万６，

０００円は、前年度対比２６万１，０００円の

減でありますが、在宅医療と介護の連携を推進

するため、関係機関による研修会の開催やパン

フレットを作成する費用を計上したものであり

ます。 

 ６目生活支援体制整備事業費４３２万９，０

００円は、前年度対比１９万円の減であります

が、高齢者の生活支援の体制整備に向け生活支

援コーディネーターを配置するため、社会福祉

協議会への委託料などの経費を計上したもので

あります。 

 ７目認知症総合支援事業費６８４万円は、前

年度対比１２万５，０００円の増でありますが、

認知症地域支援推進員や認知症初期集中支援チ

ームを設置するための委託料等を計上したもの

であります。 

 ８目地域ケア会議事業費２１万９，０００円

は、前年度と同額でありますが、サービス利用

者の自立に向け、多職種協働でケアプランの点

検、検討を行う自立支援型地域ケア会議の開催

に係る経費を計上したものであります。 

 次のページをお開き願います。 

 ４項１目審査支払手数料４０万円は、前年度

と同額でありますが、地域支援事業費の請求審

査手数料を計上したものであります。 

 ５款公債費１項１目利子２５万円は、前年度

と同額でありますが、一時借入金の利子を計上

したものであります。 

 ６款諸支出金１項１目第１号被保険者保険料

還付金１１０万円は、前年度と同額であります

が、被保険者の資格喪失などに伴う保険料の還

付金を計上したものであります。 

 ２目第１号被保険者還付加算金１万円は、前

年度と同額でありますが、還付に伴う加算金を

計上したものであります。 

 ３目償還金１万円は、前年度と同額でありま

すが、国庫支出金精算返還金を計上したもので

あります。 

 ７款予備費１項１目予備費１０６万１，００

０円は、前年度対比３９万４，０００円の増で

ありますが、予備費として計上したものであり

ます。 

 次に、歳入について御説明申し上げます。 

 １７７ページ、１７８ページをお開き願いま

す。 

 １款保険料１項１目第１号被保険者保険料７

億９，２９３万７，０００円は、前年度対比３

７０万９，０００円の増でありますが、第１号
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被保険者の保険料所得段階区分見込みにより計

上したものであります。 

 １節現年度分特別徴収保険料７億４，４１２

万５，０００円は、第１号被保険者の年金から

特別徴収する見込額を計上し、２節現年度分普

通徴収保険料４，７３０万円は、市が直接徴収

する見込額を、３節滞納繰越分普通徴収保険料

１５１万２，０００円は、過年度における滞納

繰越介護保険料の徴収見込額を計上したもので

あります。 

 ２款使用料及び手数料１項１目督促手数料５

万円は、前年度と同額でありますが、介護保険

料徴収に係る督促手数料であります。 

 ３款国庫支出金１項１目介護給付費負担金７

億１，９５６万６，０００円は、前年度対比１

２６万２，０００円の減でありますが、１節現

年度分７億１，９５５万６，０００円は、保険

給付費に国の負担割合を乗じた額を計上し、２

節過年度分１万円は、過年度精算分を存目程度

計上したものであります。 

 ２項１目調整交付金２億６,０６３万８，０

００円は、前年度対比１，４６９万１，０００

円の減でありますが、１節現年度分２億６,０

６２万８，０００円は、保険給付費の実績見込

みにより計上し、２節過年度分１万円は、過年

度精算分を存目程度計上したものであります。 

 ２目地域支援事業交付金（介護予防・日常生

活支援総合事業）３，０３６万１，０００円は、

前年度対比３２４万６，０００円の増でありま

すが、１節現年度分３，０３５万１，０００円

は、介護予防・生活支援サービス事業費及び一

般介護予防事業費に国の負担割合を乗じた額を

計上し、２節過年度分１万円は、過年度精算分

を存目程度計上したものであります。 

 ３目地域支援事業交付金（介護予防・日常生

活支援総合以外地域支援）１，７９９万８，０

００円は、前年度対比２６万４，０００円の増

でありますが、１節現年度分１，７９８万８，

０００円は、包括的支援事業・任意事業に国の

負担割合を乗じた額を計上し、２節過年度分１

万円は、過年度精算分を存目程度計上したもの

であります。 

 ４目介護保険事業費補助金９９万円は、前年

度と同額でありますが、システム改修事業費に

国の負担割合を乗じた額を計上したものであり

ます。 

 ４款支払基金交付金１項１目介護給付費交付

金１０億７，９３４万５，０００円は、前年度

対比１９９万８，０００円の増でありますが、

１節現年度分１０億７，９３３万５，０００円

は、保険給付費に第２号被保険者の負担割合を

乗じた額を計上し、２節過年度分１万円は、過

年度精算分を存目程度計上したものであります。 

 ２目地域支援事業支援交付金３,２７８万９，

０００円は、前年度対比３５０万６，０００円

の増でありますが、１節現年度分３，２７７万

９，０００円は、介護予防・生活支援サービス

事業費及び一般介護予防事業費に第２号被保険

者の負担割合を乗じた額を計上し、２節過年度

分１万円は、過年度精算分を存目程度計上した

ものであります。 

 次のページをお開き願います。 

 ５款県支出金１項１目介護給付費負担金５億

７，９６５万３，０００円は、前年度対比３６

６万７，０００円の増でありますが、１節現年

度分５億７，９６４万３，０００円は、保険給

付費に県の負担割合を乗じた額を計上し、２節

過年度分１万円は、過年度精算分を存目程度計

上したものであります。 

 ２項１目地域支援事業交付金（介護予防・日
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常生活支援総合事業）１,５１７万５，０００

円は、前年度対比１６２万３，０００円の増で

ありますが、介護予防・生活支援サービス事業

費及び一般介護予防事業費に県の負担割合を乗

じた額を計上したものであります。 

 ２目地域支援事業交付金（介護予防・日常生

活支援総合以外地域支援）８９９万４，０００

円は、前年度対比１３万２，０００円の増であ

りますが、包括的支援事業・任意事業費に県の

負担割合を乗じた額を計上したものであります。 

 ６款財産収入１項１目利子及び配当金５０万

円は、前年度と同額でありますが、介護給付費

準備基金の利子であります。 

 ７款繰入金１項１目介護給付費繰入金４億９，

８５２万７，０００円は、前年度対比１５５万

円の減でありますが、１節現年度分４億９，８

５１万７，０００円は、保険給付費に市の負担

割合を乗じた額を計上し、２節過年度分１万円

は、過年度精算分を存目程度計上したものであ

ります。 

 ２目地域支援事業繰入金（介護予防・日常生

活支援総合事業）１，５１４万１，０００円は、

前年度対比１５８万９，０００円の増でありま

すが、介護予防・生活支援サービス事業費及び

一般介護予防事業費に市の負担割合を乗じた額

を計上したものであります。 

 ３目地域支援事業繰入金（介護予防・日常生

活支援総合以外地域支援）９０３万２，０００

円は、前年度対比１７万円の増でありますが、

包括的支援事業・任意事業費に市の負担割合を

乗じた額を計上したものであります。 

 ４目低所得者保険料軽減繰入金３，７４５万

６，０００円は、前年度対比２３万円の減であ

りますが、低所得者保険料軽減に係る繰入金を

計上したものであります。 

 ５目その他の一般会計繰入金８，０１９万１，

０００円は、前年度対比１５８万２，０００円

の減でありますが、職員人件費を含む事務費繰

入金を計上したものであります。 

 ２項１目介護給付費準備基金繰入金６，４６

０万７，０００円は、前年度対比５８万９，０

００円の減でありますが、介護給付費準備基金

からの繰入金を計上したものであります。 

 ８款繰越金１項１目繰越金１万円は、前年度

と同額でありますが、前年度繰越金を計上した

ものであります。 

 次のページをお開き願います。 

 ９款諸収入１項１目第１号被保険者延滞金１

万円は、前年度と同額でありますが、保険料に

係る延滞金を存目程度計上したものであります。 

 ２項１目第三者納付金１万円は、前年度と同

額でありますが、交通事故等の第三者の行為に

よって生じる納付金を存目程度計上したもので

あります。 

 ２目雑入２万円は、前年度対比１万円の増で

ありますが、他市町村からの介護保険認定調査

料などを存目程度計上したものであります。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

申し上げます。 

○中川とみ子委員長 これより質疑に入ります。 

 質疑は、歳入歳出、一時借入金及び歳出予算

の流用を一括して行います。 

 質疑、発言を許します。守岡等委員。 

○守岡 等委員 １８６ページの介護サービス

給付費に関連して幾つかお尋ねしたいと思いま

す。 

 まず第１番目に、昨年の８月に施設に入所し

ていた人の食費や居住費の負担軽減制度、いわ

ゆる補足給付というものがこの制度が変わりま

して、年収１２０万円以上の方、それでも住民
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税非課税には変わりはない低所得者の方ですけ

れども、この方たちの食費が月額２万２，００

０円、年額にして２６万４，０００円も増えた

ということになっています。ある特別養護老人

ホームの調査では、４割の人がこの層に属しま

して、非常に大きな影響を受けたと報告されて

います。 

 現行の社会福祉法人減免でカバーしてるとこ

ろなんですけれども、それもやっぱり４分の１

程度にすぎないということで、やはりこのつい

の住みかから追い出されてしまいかねない状況

になっているところなんですけれども、市とし

てその辺どう捉え、どういう対策を講じるべき

かとお考えかお尋ねします。 

○中川とみ子委員長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 市内の事業所に実態

を聞き取りしたところ、その要件の厳格化によ

りまして、実際にサービスをやめたり制限した

りしている方は市内にはいないと把握をしてお

ります。 

 給付と負担の適正化の観点から、今回国が制

度の見直しを行ったわけですが、今回の厳格化

の対象になった層のみではなくて、全体的な視

点で、必要なサービスを受けられる仕組みを構

築していくということが重要だと思っておりま

す。それには市町村単独の対策というよりも、

制度のレベルで考えていく必要があると思って

おりまして、今後も必要に応じまして国に働き

かけをしていく必要があると考えております。 

○中川とみ子委員長 守岡等委員。 

○守岡 等委員 やっぱり年収１２０万円の方

が２０万円も負担が増えたとなると、本当に大

きな影響あると思いますので、今後状況も見な

がら対応していただきたいと思います。 

 次に、いわゆる社会福祉法人の減免というこ

とで、昨年から新たに夜間対応型訪問介護看護、

小規模多機能型居宅介護など、いわゆる２４時

間対応の訪問看護、訪問介護のサービスがこの

減免に含まれるようになったわけですけれども、

本市での２４時間対応の訪問看護、訪問介護サ

ービスの実施状況はどうなっていますでしょう

か。 

○中川とみ子委員長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 市内事業所によりま

すサービスは今提供されておりませんが、必要

な方は今山形市の事業所でのサービスを受けて

おります。実績としては、月３件ほどの実績が

あると把握しております。 

○中川とみ子委員長 守岡等委員。 

○守岡 等委員 やはり身近なところにそうい

う２４時間対応のサービスがあれば、もっと利

用者も増えると思います。特に独り暮らしの方

だとか、これからどんどん大きな需要があると

思いますので、２４時間対応をお願いしたいと

思います。 

 あともう一つ、最後にコロナ禍の下、新型コ

ロナウイルスに感染した要介護者の訪問介護が

事業所のほうから断られるというこういう事例

があるそうなんです。介護事業所としても、こ

の限られた人材の下そうせざるを得ない状況も

理解できますけれども、感染した要介護者に対

する対策、あるいは事業所への支援とかはどう

いうふうにお考えかお聞かせください。 

○中川とみ子委員長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 新型コロナウイルス

感染症に感染した方がいる御家庭についての訪

問等については、特に事業所内への感染拡大を

防止するという視点との兼ね合いから、慎重に

ならざるを得ないというところは仕方ないと思

っておりますが、介護側だけの問題ではなくて、
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自宅療養の点でのサービス面、サポート面、こ

ういった点で、県と医療機関等と連携しながら

進めていく必要があると考えております。 

 特に、人的支援の面につきましては、施設系

につきましては今、県での人的支援の仕組みが

構築されており、活用されておりますので、今

後もそちらの展開と実態に応じた活用を期待し

ているところです。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 質疑はないものと認めま

す。 

 以上で、議第１１号議案に対する質疑を終結

いたします。 

 これより討論に入ります。 

 討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 討論なしと認めます。 

 採決いたします。 

 議第１１号令和４年度上山市介護保険特別会

計予算は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第１１号は原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 議第１２号 令和４年度上山市浄化 

       槽事業特別会計予算 

 

○中川とみ子委員長 次に、議第１２号令和４

年度上山市浄化槽事業特別会計予算を議題とい

たします。 

 当局の説明を求めます。上下水道課長。 

〔横戸利平上下水道課長 登壇〕 

○横戸利平上下水道課長 命によりまして、議

第１２号令和４年度上山市浄化槽事業特別会計

予算について御説明申し上げますので、予算書

１９７ページをお開き願います。 

 令和４年度上山市の浄化槽事業特別会計の予

算は、次に定めるところによるものであります。 

 歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額

は、歳入歳出それぞれ１，９００万円と定める

ものであります。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該

区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」に

よるものであります。 

 次に、第１表歳入歳出予算の説明であります

が、重複説明を避けるため、事項別明細書の歳

出から御説明申し上げますので、２０６ページ、

２０７ページをお開き願います。 

 １款浄化槽事業費１項１目浄化槽管理費１，

３４１万２，０００円は、前年度対比１万９，

０００円の減でありますが、市管理浄化槽の修

繕費、保守点検や清掃に係る委託料などを計上

するものであります。 

 ２款公債費１項１目元金４０４万１，０００

円は、前年度対比８万５，０００円の増であり

ますが、市債償還元金を計上するものでありま

す。 

 ２目利子１４１万８，０００円は、前年度対

比８万６，０００円の減でありますが、市債利

子を計上するものであります。 

 ３款予備費１項１目予備費１２万９，０００

円は、前年度対比２万円の増とするものであり

ます。 

 次に、歳入について御説明申し上げますので、

２０４ページ、２０５ページにお戻り願います。 
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 １款使用料及び手数料１項１目浄化槽使用料

９２１万円は、前年度と同額でありますが、浄

化槽使用料を計上するものであります。 

 ２項１目督促手数料３，０００円は、前年度

と同額でありますが、督促に係る手数料を計上

するものであります。 

 ２款繰入金１項１目繰入金９７６万７，００

０円は、前年度と同額でありますが、一般会計

繰入金を計上するものであります。 

 ３款繰越金１項１目繰越金１万円は、前年度

と同額を計上するものであります。 

 ４款諸収入１項１目市預金利子１万円は、前

年度と同額を計上するものであります。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

申し上げます。 

○中川とみ子委員長 これより質疑に入ります。 

 質疑は、歳入歳出を一括して行います。 

 質疑、発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 質疑はないものと認めま

す。 

 以上で、議第１２号議案に対する質疑を終結

いたします。 

 これより討論に入ります。 

 討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 討論なしと認めます。 

 採決いたします。 

 議第１２号令和４年度上山市浄化槽事業特別

会計予算は、原案のとおり可決すべきものと決

することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第１２号は原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 議第１３号 令和４年度上山市後期 

       高齢者医療特別会計予 

       算 

 

○中川とみ子委員長 次に、議第１３号令和４

年度上山市後期高齢者医療特別会計予算を議題

といたします。 

 当局の説明を求めます。健康推進課長。 

〔鈴木直美健康推進課長 登壇〕 

○鈴木直美健康推進課長 命によりまして、議

第１３号令和４年度上山市後期高齢者医療特別

会計予算について御説明申し上げます。 

 予算書の２０８ページをお開き願います。 

 令和４年度上山市の後期高齢者医療特別会計

の予算は、次に定めるところによるものであり

ます。 

 歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額

は、歳入歳出それぞれ５億４００万円と定める

ものであります。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該

区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」に

よるものであります。 

 一時借入金、第２条、地方自治法第２３５条

の３第２項の規定による一時借入金の借入れの

最高額は、１億円と定めるものであります。 

 次に、第１表歳入歳出予算の説明でございま

すが、重複説明を避けるため、事項別明細書に

より御説明申し上げます。 

 歳出から御説明いたしますので、２１９ペー

ジ、２２０ページをお開き願います。 

 １款総務費１項１目一般管理費３６８万８，

０００円は、前年度対比５０万円の増でありま

すが、被保険者証の郵送料、コンピュータシス
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テムの保守業務委託料などの管理経費を計上し

たものであります。 

 ２項１目徴収費２０７万９，０００円は、前

年度対比２万２，０００円の増でありますが、

保険料通知書の郵送料、使用料及び賃借料を計

上したものであります。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金１項１目

後期高齢者医療広域連合納付金４億９，４９８

万円は、前年度対比５，０４９万５，０００円

の増でありますが、保険料等負担金などの納付

金を計上したものであります。 

 ３款公債費１項１目利子１０万円は、前年度

と同額でありますが、一時借入金の利子を計上

したものであります。 

 ４款諸支出金１項１目還付加算金１万円は、

前年度と同額でありますが、保険料の還付加算

金を計上したものであります。 

 ２目過誤納還付金１００万円は、前年度と同

額でありますが、過年度に納付された保険料の

還付金を計上したものであります。 

 次のページをお開き願います。 

 ５款予備費１項１目予備費２１４万３，００

０円は、前年度対比１万７，０００円の減であ

りますが、予備費として計上したものでありま

す。 

 次に、歳入について御説明申し上げます。 

 ２１５ページ、２１６ページをお開き願いま

す。 

 １款後期高齢者医療保険料１項１目特別徴収

保険料２億９，５１５万円は、前年度対比３，

１７７万３，０００円の増でありますが、被保

険者数等の見込みと改定後の保険料率に基づき

計上したものであります。 

 ２目普通徴収保険料７，３２１万円は、前年

度対比７１１万９，０００円の増でありますが、

１節現年度分７，２８７万５，０００円は、普

通徴収者の軽減措置等を勘案して計上し、２節

滞納繰越分３３万５，０００円は、収納見込額

を計上したものであります。 

 ２款使用料及び手数料１項１目督促手数料５

万円は、前年度と同額でありますが、後期高齢

者医療保険料の徴収に係る督促手数料を計上し

たものであります。 

 ３款繰入金１項１目事務費繰入金１，８７１

万５，０００円は、前年度対比５６万７，００

０円の増でありますが、広域連合の事務費負担

に係る繰入金を計上したものであります。 

 ２目保険基盤安定繰入金１億７８９万４，０

００円は、前年度対比１，１０３万５，０００

円の増でありますが、保険料の軽減措置に対す

る繰入金として計上したものであります。 

 ３目その他繰入金８４２万円は、前年度対比

５０万５，０００円の増でありますが、一般管

理費及び徴収費等の経費に対する繰入金として

計上したものであります。 

 ４款繰越金１項１目繰越金１万円は、前年度

と同額でありますが、前年度繰越金を計上した

ものであります。 

 ５款諸収入１項１目延滞金１万１，０００円

円は、前年度対比１，０００円の増であります

が、保険料に係る延滞金を存目程度計上したも

のであります。 

 ２項１目還付加算金１万円は、前年度と同額

でありますが、広域連合からの還付加算金を計

上したものであります。 

 ２目保険料還付金５０万円は、前年度と同額

でありますが、広域連合からの保険料還付金を

計上したものであります。 

 ３項１目預金利子１万円は、前年度と同額で

ありますが、預金利子を存目程度計上したもの
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であります。 

 次のページをお開き願います。 

 ４項１目雑入２万円は、前年度と同額であり

ますが、広域連合の事務費負担金に係る決算剰

余金等を計上したものであります。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

申し上げます。 

○中川とみ子委員長 これより質疑に入ります。 

 質疑は、歳入歳出及び一時借入金を一括して

行います。 

 質疑、発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 質疑はないものと認めま

す。 

 以上で、議第１３号議案に対する質疑を終結

いたします。 

 これより討論に入ります。 

 討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 討論なしと認めます。 

 採決いたします。 

 議第１３号令和４年度上山市後期高齢者医療

特別会計予算は、原案のとおり可決すべきもの

と決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第１３号は原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 議第１４号 令和４年度上山市産業 

       団地整備事業特別会計 

       予算 

 

○中川とみ子委員長 次に、議第１４号令和４

年度上山市産業団地整備事業特別会計予算を議

題といたします。 

 当局の説明を求めます。商工課長。 

〔木村昌光商工課長 登壇〕 

○木村昌光商工課長 命によりまして、議第１

４号令和４年度上山市産業団地整備事業特別会

計予算について御説明申し上げますので、予算

書の２２３ページをお開き願います。 

 令和４年度上山市の産業団地整備事業特別会

計の予算は、次に定めるところによるものであ

ります。 

 歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額

は、歳入歳出それぞれ１億６,８００万円と定

めるものであります。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該

区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」に

よるものであります。 

 次に、第１表歳入歳出予算の説明であります

が、重複説明を避けるため、事項別明細書によ

り御説明申し上げます。 

 歳出から申し上げますので、２３２ページ、

２３３ページをお開き願います。 

 １款公債費１項１目元金１億３，４５２万円

は前年度対比１億６，６５８万円の減でありま

すが、立地予定企業からの土地売払収入を財源

として市債の繰上償還元金を計上するものであ

ります。 

 ２目利子６９万円は、前年度対比４４１万円

の減でありますが、市債利子を計上するもので

あります。 

 ２款諸支出金１項繰出金１目一般会計繰出金

３，２５９万円は、前年度対比皆増であります

が、かみのやま温泉インター産業団地分譲事業

精算時の剰余金を一般会計に繰り出すために計

上するものであります。 
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 ３款予備費１項１目予備費２０万円は、前年

度対比６０万円の減でありますが、予備費とし

て計上するものでございます。 

 次に、歳入について御説明申し上げますので、

前に戻りまして２３０ページ、２３１ページを

お開き願います。 

 １款財産収入１項財産売払収入１目不動産売

払収入１億６，８００万円は、前年度対比１億

３，３５０万１，０００円の減でありますが、

産業団地分譲収入を計上するものでございます。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

申し上げます。 

○中川とみ子委員長 これより質疑に入ります。 

 質疑は、歳入歳出を一括して行います。 

 質疑、発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 質疑はないものと認めま

す。 

 以上で、議第１４号議案に対する質疑を終結

いたします。 

 これより討論に入ります。 

 討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 討論なしと認めます。 

 採決いたします。 

 議第１４号令和４年度上山市産業団地整備事

業特別会計予算は、原案のとおり可決すべきも

のと決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第１４号は原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 この際、１０分間休憩いたします。 

    午前１０時５３分 休 憩 

                  

    午前１１時０３分 開 議 

○中川とみ子委員長 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 議第１５号 令和４年度上山市水道 

       事業会計予算 

 

○中川とみ子委員長 次に、議第１５号令和４

年度上山市水道事業会計予算を議題といたしま

す。 

 当局の説明を求めます。上下水道課長。 

〔横戸利平上下水道課長 登壇〕 

○横戸利平上下水道課長 命によりまして、議

第１５号令和４年度上山市水道事業会計予算に

ついて御説明申し上げますので、予算書の１ペ

ージをお開き願います。 

 総則、第１条、令和４年度上山市水道事業会

計の予算は、次に定めるところによるものであ

ります。 

 業務の予定量、第２条、業務の予定量は、次

のとおりとするものであります。第１号、給水

戸数１万６００戸、第２号、年間給水量３６５

万立方メートル、第３号、１日平均給水量１万

立方メートル、第４号、主な建設改良事業、配

水管布設替工事等。 

 収益的収入及び支出、第３条、収益的収入及

び支出の予定額は、次のとおりと定めるもので

あります。 

 収入の第１款水道事業収益は７億６，３００

万円とするもので、内訳は、第１項営業収益７

億２，３６６万円、第２項営業外収益３，９３

１万円などであります。 

 支出の第１款水道事業費用は７億６，０００

万円とするもので、内訳は、第１項営業費用７
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億２，５０１万６，０００円、第２項営業外費

用３，４３１万４，０００円などであります。 

 資本的収入及び支出、第４条、資本的収入及

び支出の予定額は、次のとおりと定めるもので

あります。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不

足する額２億４，２００万円は、過年度分損益

勘定留保資金２億１，４９９万５，０００円、

当年度分損益勘定留保資金１，７００万５，０

００円及び減債積立金１，０００万円で補塡す

るものであります。 

 収入の第１款資本的収入は１億６００万円と

するもので、内訳は、第１項企業債５，０００

万円、第３項他会計負担金２，２５５万９，０

００円、第４項工事負担金１，２４０万円、第

６項国庫補助金１，８７０万円などであります。 

 支出の第１款資本的支出は３億４，８００万

円とするもので、内訳は、第１項建設改良費２

億７，０１０万６，０００円、第２項企業債償

還金７，４３８万４，０００円などであります。 

 継続費、第５条、継続費の総額及び年割は、

次のとおりと定めるものであります。 

 次のページを御覧願います。 

 １款資本的支出１項建設改良費、事業名は生

居加圧ポンプ場自家発電設備更新工事、総額を

５，３００万円とし、令和４年度の年割額３，

５００万円、令和５年度の年割額１，８００万

円とするものであります。 

 債務負担行為、第６条、債務負担行為をする

ことができる事項、期間及び限度額は、次のと

おりと定めるものであります。 

 水道事業子育て世帯補助金について、令和５

年度から令和６年度の期間で、令和５年１月か

ら補助終了月までの間に支払う水道料金の２分

の１相当額の累計額を限度額とするものであり

ます。 

 有収率向上対策業務について、令和５年度か

ら令和７年度の期間で３，３００万円を限度額

とするものであります。 

 企業債、第７条、起債の目的、限度額、起債

の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと

定めるものであります。 

 起債の目的は上水道事業、限度額を５，００

０万円とし、起債の方法は普通貸借又は証券発

行によるものとし、利率は借入先との協定によ

るものであります。ただし、利率見直し方式で

借り入れる資金について、利率の見直しを行っ

た後においては、当該見直し後の利率とするも

のであります。 

 償還の方法は、借入先の融資条件によるもの

であります。ただし、財政上の都合により据置

期間及び償還期限を短縮し、又は繰上償還もし

くは低利に借換えすることができるとするもの

であります。 

 一時借入金、第８条、一時借入金の限度額は、

２億円と定めるものであります。 

 予定支出の各項の経費の金額の流用、第９条、

予定支出の各項の経費の金額を流用することが

できる場合は、次のとおりと定めるものであり

ます。 

 第１号、営業費用と営業外費用の間、第２号、

建設改良費と企業債償還金の間とするものであ

ります。 

 議会の議決を経なければ流用することのでき

ない経費、第１０条、次に掲げる経費について

は、その経費の金額をそれ以外の経費の金額に

流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額

に流用する場合は、議会の議決を経なければな

らないとするものであります。 

 第１号、職員給与費７，２３０万９，０００
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円、第２号、交際費２万円であります。 

 たな卸資産購入限度額、第１１条、たな卸資

産の購入限度額は１，０００万円と定めるもの

であります。 

 次は、実施計画でありますが、重複説明を避

けるため実施計画明細書で御説明申し上げます

ので、１７ページ、１８ページをお開き願いま

す。 

 実施計画明細書、収益的収入及び支出の収入

について御説明申し上げます。 

 １款水道事業収益７億６，３００万円は、前

年度対比１，３００万円の減であります。 

 １項営業収益は、７億２，３６６万円で、前

年度対比１，１４７万５，０００円の減であり

ます。 

 １目給水収益６億９，２０７万円は、前年度

対比１，１１６万円の減でありますが、水道料

金を計上するものであります。 

 ２目一般会計負担金１，３７２万９，０００

円は、前年度対比２９万３，０００円の減であ

りますが、消火栓維持管理負担金などを計上す

るものであります。 

 ３目受託工事収益１万円は、前年度と同額で、

存目程度を計上するものであります。 

 ４目その他営業収益３２５万１，０００円は、

前年度対比２万２，０００円の減でありますが、

設計審査や工事検査などの手数料などを計上す

るものであります。 

 ５目受託金１，４６０万円は、前年度と同額

で、下水道使用料徴収事務受託金を計上するも

のであります。 

 ２項営業外収益は３，９３１万円で、前年度

対比１５２万５，０００円の減であります。 

 １目受取利息及び配当金３０万円は前年度と

同額でありますが、預金利息を計上するもので

あります。 

 ２目長期前受金戻入３，８９２万３，０００

円は、前年度対比１５２万１，０００円の減で

ありますが、減価償却等に伴う戻入額を計上す

るものであります。 

 ３目雑収益８万７，０００円は、前年度対比

４，０００円の減でありますが、存目程度を計

上するものであります。 

 ３項特別利益３万円は、前年度と同額であり

ます。 

 １目固定資産売却益１万円、２目過年度損益

修正益１万円、３目その他特別利益１万円は、

前年度と同額で、存目程度を計上するものであ

ります。 

 １９ページ、２０ページをお開き願います。 

 支出について御説明申し上げます。 

 １款水道事業費用７億６，０００万円は、前

年度対比８００万円の減であります。 

 １項営業費用は７億２，５０１万６，０００

円で、前年度対比５５８万４，０００円の減で

あります。 

 １目原水及び浄水費３億４，５２７万９，０

００円は、前年度対比４５５万６，０００円の

減でありますが、ポンプなどの動力費、設備管

理委託料、受水費などのほか、職員人件費を計

上するものであります。 

 ２目配水及び給水費８，０４０万２，０００

円は、前年度対比１６０万２，０００円の減で

ありますが、漏水修理費、有収率向上業務委託

料などのほか、職員人件費を計上するものであ

ります。 

 ３目受託工事費１３万円は、前年度と同額で

存目程度を計上するものであります。 

 ２１ページ、２２ページをお開き願います。 

 ４目総係費７，０５７万３，０００円は、前
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年度対比９２５万２，０００円の増であります

が、通信運搬費、金融機関の取扱手数料、水道

ビジョン作成業務委託料、検針業務委託料、子

育て世帯補助金などのほか、職員人件費を計上

するものであります。 

 ５目減価償却費２億２，６５７万５，０００

円は、前年度対比７０７万２，０００円の減で

ありますが、構築物などの減価償却費を計上す

るものであります。 

 ６目資産減耗費１４９万円は、前年度対比１

７１万円の減でありますが、固定資産除却費な

どを計上するものであります。 

 ７目その他営業費用５６万７，０００円は、

前年度対比１０万４，０００円の増であります

が、材料売却原価などを計上するものでありま

す。 

 ２項営業外費用は３，４３１万４，０００円

で、前年度対比２６８万６，０００円の減であ

ります。 

 １目支払利息２，３９３万９，０００円は、

前年度対比１２８万６，０００円の減でありま

すが、企業債利息などを計上するものでありま

す。 

 ２３ページ、２４ページをお開き願います。 

 ２目消費税１，０００万円は、前年度対比１

４０万円の減を計上するものであります。 

 ３目雑支出３７万５，０００円は、前年度と

同額を計上するものであります。 

 ３項特別損失１目貸倒損失は４万円で、前年

度対比３万円の増を計上するものであります。 

 ４項１目予備費は６３万円で、前年度対比２

４万円の増を計上するものであります。 

 次に、２５ページ、２６ページをお開き願い

ます。 

 実施計画明細書、資本的収入及び支出の収入

について御説明申し上げます。 

 １款資本的収入１億６００万円は、前年度対

比３，８００万円の減であります。 

 １項１目企業債５，０００万円は、前年度と

同額を計上するものでありますが、建設改良に

充てる借入金を計上するものであります。 

 ２項１目加入金２３３万１，０００円は、前

年度対比２１万７，０００円の増でありますが、

給水装置新設等加入金を計上するものでありま

す。 

 ３項１目他会計負担金２，２５５万９，００

０円は、前年度対比６５８万３，０００円の増

でありますが、消火栓更新に係る負担金などを

計上するものであります。 

 ４項１目工事負担金１，２４０万円は、前年

度対比５，４１０万円の減でありますが、配水

管の移設工事などに係る負担金を計上するもの

であります。 

 ５項１目固定資産売却代金１万円は、前年度

と同額で、存目程度を計上するものであります。 

 ６項１目国庫補助金１，８７０万円は、前年

度対比９３０万円の増でありますが、生活基盤

施設耐震化等交付金を計上するものであります。 

 支出について御説明申し上げます。 

 １款資本的支出３億４，８００万円は、前年

度対比１，４００万円の増であります。 

 １項建設改良費は２億７，０１０万６，００

０円で、前年度対比８３２万３，０００円の増

であります。 

 １目配水管布設費２億６，５４５万９，００

０円は、前年度対比８２５万円の増であります

が、配水管工事に係る設計業務委託料や工事請

負費などを計上するものであります。 

 ２目固定資産購入費９３万５，０００円は、

前年度対比７１万５，０００円の減であります
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が、料金システムの機能を追加する費用を計上

するものであります。 

 ３目リース債務支払額３７１万２，０００円

は、前年度対比７８万８，０００円の増であり

ますが、リース料元本支払額を計上するもので

あります。 

 ２項１目企業債償還金７，４３８万４，００

０円は、前年度対比２１６万７，０００円の増

でありますが、企業債元金償還金を計上するも

のであります。 

 ３項１目開発費３５１万円は前年度対比３５

１万円の皆増でありますが、上水道施設監視シ

ステムの開発委託料を計上するものであります。 

 次に、５ページにお戻り願います。 

 令和４年度上山市水道事業会計予定キャッシ

ュ・フロー計算書について御説明申し上げます。 

 １業務活動によるキャッシュ・フローは、当

年度純利益からその他流動負債の増減額までの

小計１億６，４７４万９，０００円に、利息及

び配当金の受取額と利息の支払額を増減し、１

億４，１３０万円とするものであります。 

 ２投資活動によるキャッシュ・フローは、有

形固定資産の取得による支出から国庫補助金等

による収入までを合計し、マイナス１億７，８

４３万４，０００円とするものであります。 

 ３財務活動によるキャッシュ・フローは、建

設改良費等の財源に充てるための企業債による

収入からリース料の元本支払額までを合計し、

マイナス３，０９３万９，０００円とするもの

であります。 

 結果、資金の減少額が６，８０７万３，００

０円となり、資金の期首残高６億９，４１７万

６，０００円を加え、資金の期末残高を６億２，

６１０万３，０００円とするものであります。 

 次に、１１ページをお開き願います。 

 令和４年度上山市水道事業予定貸借対照表に

ついて御説明申し上げます。 

 資産の部でありますが、１固定資産は、

（１）有形固定資産のイ土地からヌ建設仮勘定

までを合計した４８億５，３６５万４，０００

円に、（２）無形固定資産の合計４６７万２，

０００円を加え、固定資産合計を４８億５，８

３２万６，０００円とするものであります。 

 ２流動資産は、（１）現金預金から（３）貯

蔵品までを合計した流動資産合計が７億５，３

９４万６，０００円とするものであります。 

 ３繰延勘定は、（１）開発費で、繰延勘定合

計を３１８万１，０００円とし、資産合計は５

６億１，５４５万３，０００円とするものであ

ります。 

 １２ページを御覧ください。 

 負債の部でありますが、４固定負債は、

（１）企業債と（２）リース債務を合計し、１

５億４，４７７万５，０００円とするものであ

ります。 

 ５流動負債は、（１）企業債から（５）預り

金までを合計し、１億７，６０３万４，０００

円とするものであります。 

 ６繰延収益は、長期前受金と長期前受金収益

化累計額を合計し、１１億７，６６９万円とす

るものであります。負債合計は２８億９，７４

９万９，０００円とするものであります。 

 次に、資本の部でありますが、７資本金は、

（１）自己資本金で合計を２１億９，３１９万

６，０００円とするものであります。 

 ８剰余金の（１）資本剰余金は、イ受贈財産

評価額とロ国庫補助金を合計し５９１万５，０

００円とするものであります。 

 （２）利益剰余金は、イ減債積立金からハ当

年度未処分利益剰余金までを合計し５億１，８
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８４万３，０００円とし、剰余金合計を５億２，

４７５万８，０００円とするものであります。 

 資本合計は２７億１，７９５万４，０００円

で、負債・資本合計は５６億１，５４５万３，

０００円とするものであります。 

 なお、給与費明細書などのそのほかの説明書

につきましては説明を省略させていただきます

ので、御参照いただきたいと存じます。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

い申し上げます。 

○中川とみ子委員長 これより質疑に入ります。 

 質疑は、全部を一括して行います。 

 質疑、発言を許します。石山正明委員。 

○石山正明委員 今年度の漏水事案についてお

伺いいたしますが、漏水事案というと水量計の

前と、あるいは一般家庭のところと分かれると

思うんですが、まず一つは水量計の前の本管を

含めて、漏水事故が何件ぐらいあったのか。 

 あともう一つが水量計の、要するに一般家庭

のところの漏水、これは工事会社が直接やると

いうこともあるので、こちらのほうに届けてい

ただいてる件数だけで結構ですので、その辺何

件あるかお教えいただければと思います。 

○中川とみ子委員長 上下水道課長。 

○横戸利平上下水道課長 漏水修理の状況でご

ざいますが、今年度１月末現在の集計で市管理

部分６６件修理してございます。加えまして、

個人管理ということで、個人の宅内を直した場

合は指定業者が漏水修理報告というものを出す

形になっております。それを集計した形が５８

件でございます。 

 前年度対比を申し上げますと、令和２年度市

管理の部分につきましては、３５件の増、これ

につきましては漏水修理、強化しまして対応し

た結果もございますが、３５件の増、宅内、個

人の数字でございますが、対前年比２５件の減

という結果になっております。 

○中川とみ子委員長 石山正明委員。 

○石山正明委員 一般家庭の漏水については、

その漏水の状況によって減免措置というのがあ

ると思うんですが、その減免の仕方について、

どのような方法でやっているのか教えていただ

きたいと思います。 

○中川とみ子委員長 上下水道課長。 

○横戸利平上下水道課長 漏水減免につきまし

ては、先ほど申し上げました各お宅から上がり

ます漏水修理報告で内容を確認させていただい

ております。減免の該当する部分につきまして

は、御本人の過失が目の前で漏れている水につ

いては、露出配管とかであれば、目に留まって

漏水が確認できますが、壁の中でありましたり、

地中でありましたり、やはり発見が困難な場合

において、その部分についての減免措置という

形で、報告書に基づいて判定させていただいて

おります。 

○中川とみ子委員長 石山正明委員。 

○石山正明委員 減免ですけれども、要するに

家庭の事情といいますか、例えば低所得者世帯

とか、そうでないところとか、あるいは障がい

者世帯とか、そういうところをいろいろと所得

のところによっても、３分の１とかそういう形

で減免をするという形になろうかと思いますけ

ども、その辺の所得によって例えば非課税世帯

とか、そういうところによって、その減免の割

合を今後変えるというような予定はあるのかな

いのかお聞きいたします。 

○中川とみ子委員長 上下水道課長。 

○横戸利平上下水道課長 ただいまございまし

た減免の割合の考え方でございますが、やはり

料金を頂戴する公平性の観点からも、個別に低
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所得者の方を限って、その割合を高くするよう

な考えは現在のところ持っておりません。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。枝松直樹委員。 

○枝松直樹委員 子育て世帯への２分の１の補

助金、件数としてどの程度あるのでしょうか。

これはすごくいいことだと思うので、ずっと続

けるということで理解していいんでしょうか。 

 それから、県内の他市、他自治体においてこ

ういうことをやっているところはあるのかどう

か、分かれば教えてください。 

○中川とみ子委員長 上下水道課長。 

○横戸利平上下水道課長 まずは、件数につい

て申し上げます。令和３年度３月でお支払いし

ますので確定しております。水道につきまして

は２４１人、補助金額につきましては年間５８

５万１，１１７円の支出になります。 

 他市町村との状況でございますが、同様の補

助を行っている自治体は、調査している範囲で

はございません。 

 もう１点、これからというところではござい

ますが、債務負担行為で子育て補助金を設けさ

せていただいておりますが、平成２７年から始

まっております。現在、補助件数につきまして

は先ほど申し上げましたとおりでございますが、

現在の状況としましては５年間、６０か月を補

助する要綱となっております。こういったとこ

ろ、あとは平成２７年から進めておりましたが、

当時の水量の１．５倍という水量もございまし

て、補助金額が当時の制度の設計をした時点と

大幅に変わってきております。ここにつきまし

ては、当該補助金、給水収益が財源となります

ので、今後人口減少に伴いまして、純利益も下

がってくるというところも踏まえまして、当該

補助金が純利益に対しまして影響してくる、将

来の支出の負担になることが予想されることか

ら、令和４年４月１日の受付以降は、受付する

条件をそのままに、補助する期間を６０か月、

５年から２年、２４か月に短縮した形で、この

事業継続させていただきたいと考えております。 

 定住促進への支援と純利益は、そのまま投資

財源に変わって更新の費用にもつながってまい

ります。このバランスをしっかり取って、水道

事業の継続した経営には大切かと思っておりま

す。 

○中川とみ子委員長 枝松直樹委員。 

○枝松直樹委員 水代は結構負担に感じるんで

すよね。それで、せっかくほかの自治体がやっ

ていなくてやっているとすれば、なおさらこれ

を売りにすべきだなというふうにも思いますし、

どんどん宣伝をして、さっき２４１人と言った

けれども、結局申請者の頭数ですから２４１件

ということですかね。 

 ６０か月を２４か月に短縮する、ちょっとど

うかなと思うんですが、金額的にもまだ何百万

円という単位ですし、ぜひこれはそのままとい

うことにはならないでしょうか、市長。せっか

く他自治体がやっていなくてうちがやっている

ということで、若者、子育て世代に優しい上山

としては、２４か月、２年で切るという方針の

ようですが、いかがなんでしょうか。 

○中川とみ子委員長 市長。 

○横戸長兵衛市長 この制度設けたときには、

やはり人口減少対策ということで設けたわけで

すし、私は今初めて本市だけがやっているとい

うことを認識したところでございますけれども、

これはいい制度だと思います。現場では、費用

対効果といいましょうか、経営的な感覚でそう

いったある程度方針を示したと思いますが、こ

れは政策的なものでございますので、今後担当
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課とも話合いを進めていきたいと考えておりま

す。 

○中川とみ子委員長 枝松直樹委員。 

○枝松直樹委員 債務負担行為に有収率向上対

策業務がありますが、３，３００万円とあるん

ですけども、漏水対策がすなわち有収率向上に

直結するのかなと思うんですが、この額で間に

合うということなんでしょうか。 

○中川とみ子委員長 上下水道課長。 

○横戸利平上下水道課長 有収率向上対策業務

でございますが、業務の内容でございますが、

排水量の監視分析を行いながら、有効かつ効率

的な漏水調査、立案調査する形で進めてまいり

たいと考えております。 

 この有収率の向上でございますが、令和３年

１２月末現在で７６．５％ということで、率の

下落のほうには一定の歯止めをかけましたが、

向上はこれからの取組になります。 

 これまで漏水調査と修理という基本工法のま

まで、毎年単年度で繰り返してきたものなんで

すが、今回はこの業務に民間が持ちます配水量

の監視分析のノウハウを加えて、応用型を加え

た形で業務を行うものでございます。 

 あと今回は、単年度ではなく長期継続契約と

させていただく理由としましては、山形県、特

に上山市もそうですが、漏水調査を４月に発注

しまして、現場に入るのが５月、１１月には雪

が降ってしまうという、かなり現場のほうも調

査して修理するまでの期間が大変短いという形

がございます。冬期間につきましては、今後長

期継続契約することで、この期間において、こ

の分析と今後の計画を立て、加えまして３月雪

が解けたらすぐ現場に入れるというメリットも

含めまして、この長期継続契約とするものでご

ざいます。 

 今後、今年を含めました４年間のスケジュー

ル感でございますが、まずは３年間で有収率の

向上、７次振に入っています８０％をまずは超

すための向上に努め、４年間はその維持、その

後の取組におけるスケジュールとしております。

これまでの管路管理につきましては、漏水量の

削減を指標としましたが、今後につきましては

有収率の向上を指標として取り組んでまいりた

いと考えております。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 質疑はないものと認めま

す。 

 以上で、議第１５号議案に対する質疑を終結

いたします。 

 これより討論に入ります。 

 討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 討論なしと認めます。 

 採決いたします。 

 議第１５号令和４年度上山市水道事業会計予

算は、原案のとおり可決すべきものと決するこ

とに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第１５号は原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 議第１６号 令和４年度上山市下水 

       道事業会計予算 

 

○中川とみ子委員長 最後に、議第１６号令和

４年度上山市下水道事業会計予算を議題といた
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します。 

 当局の説明を求めます。上下水道課長。 

〔横戸利平上下水道課長 登壇〕 

○横戸利平上下水道課長 命によりまして、議

第１６号令和４年度上山市下水道事業会計予算

について御説明申し上げますので、予算書の１

ページをお開き願います。 

 総則、第１条、令和４年度上山市下水道事業

会計の予算は、次に定めるところによるもので

あります。 

 業務の予定量、第２条、業務の予定量は、次

のとおりとするものであります。 

 第１号、計画人口２万１，０５０人、第２号、

主な建設改良事業、汚水管路布設工事等。 

 収益的収入及び支出、第３条、収益的収入及

び支出の予定額は、次のとおりと定めるもので

あります。 

 収入の第１款、下水道事業収益を１０億２，

５００万円とするもので、内訳は、第１項営業

収益６億９８４万４，０００円、第２項営業外

収益４億１，５１５万５，０００円などであり

ます。 

 支出の第１款下水道事業費用を９億７，１０

０万円とするもので、内訳は、第１項営業費用

８億９，８５７万９，０００円、第２項営業外

費用７，１９８万１，０００円などであります。 

 資本的収入及び支出、第４条、資本的収入及

び支出の予定額は、次のとおりと定めるもので

あります。なお、資本的収入額が資本的支出額

に対し不足する額３億５，２００万円は、当年

度分損益勘定留保資金３億１，７８６万４，０

００円及び繰越利益剰余金処分額３，４１３万

６，０００円で補塡するものであります。 

 収入の第１款資本的収入は４億２，１００万

円とするもので、内訳は、第１項企業債２億４，

２９０万円、第２項補助金１億１，５９０万円

などであります。 

 支出の第１款資本的支出は７億７，３００万

円とするものであります。内訳は、第１項建設

改良費３億６，５９７万７，０００円、第２項

企業債償還金４億６２０万１，０００円などで

あります。 

 債務負担行為、第５条、債務負担行為をする

ことができる事項、期間及び限度額は次のとお

りと定めるものであります。 

 次のページを御覧願います。 

 下水道事業子育て世帯補助金について、令和

５年度から令和６年度の限度額を、令和５年１

月から補助終了月までの間に支払う下水道使用

料の２分の１相当額の累計額とするものであり

ます。 

 排水設備等設置改造資金利子補給は、令和５

年度から令和９年度の限度額を、融資総額１，

０００万円の融資残高に対し、基準日における

長期プライムレートに０．２％を加えた利率以

内の割合で計算した額とするものであります。 

 企業債、第６条、起債の目的、限度額、起債

の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと

定めるものであります。 

 起債の目的は、公共下水道事業で、限度額を

２億４，２９０万円とし、起債の方法は普通貸

借又は証券発行で、利率は借入先との協定によ

るものであります。ただし、利率見直し方式で

借り入れる資金について、利率の見直しを行っ

た後においては、当該見直し後の利率とするも

のであります。償還の方法は、借入先の融資条

件によるものであります。ただし、財政上の都

合により据置期間及び償還期限を短縮し、又は

繰上償還もしくは低利に借換えすることができ

るとするものであります。 
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 一時借入金、第７条、一時借入金の限度額は

６億円と定めるものであります。 

 予定支出の各項の経費の金額の流用、第８条、

予定支出の各項の経費の金額を流用することが

できる場合は、次のとおりと定めるものであり

ます。 

 第１号、営業費用と営業外費用の間とするも

のであります。 

 議会の議決を経なければ流用することのでき

ない経費、第９条、次に掲げる経費については、

その経費の金額をそれ以外の金額に流用し、又

はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する

場合は、議会の議決を経なければならないとす

るものであります。 

 第１号、職員給与費３，９３２万円でありま

す。 

 利益剰余金の処分、第１０条繰越利益剰余金

のうち３，４１３万６，０００円は、次のとお

り処分するものと定めるものであります。 

 第１号減債積立金３，４１３万６，０００円

であります。 

 次は、実施計画でありますが、重複説明を避

けるため実施計画明細書で御説明申し上げます

ので、１６ページ、１７ページをお開き願いま

す。 

 実施計画明細書、収益的収入及び支出の収入

について御説明申し上げます。 

 １款下水道事業収益１０億２，５００万円は、

前年度対比２，２００万円の減であります。 

 １項営業収益は６億９８４万４，０００円で

前年度対比３０７万１，０００円の増でありま

す。 

 １目下水道使用料５億２６３万８，０００円

は、前年度対比６０９万８，０００円の増であ

りますが、下水道使用料を計上するものであり

ます。 

 ２目他会計負担金１億７１９万７，０００円

は、前年度対比１９２万７，０００円の減であ

りますが、雨水処理経費の負担金を計上するも

のであります。 

 ３目その他営業収益９，０００円は前年度と

同額で、存目程度を計上するものであります。 

 ２項営業外収益は４億１，５１５万５，００

０円で前年度対比２，５０７万１，０００円の

減であります。 

 １目受取利息及び配当金１，０００円は前年

度と同額で、存目程度を計上するものでありま

す。 

 ２目他会計負担金１億４，６４２万２，００

０円は、前年度対比１５万２，０００円の減で

ありますが、分流式下水道に係る負担金などを

計上するものであります。 

 ３目長期前受金戻入２億６，８７３万１，０

００円は、前年度対比２，４９１万９，０００

円の減でありますが、減価償却費などに係る戻

入額を計上するものであります。 

 ４目雑収益１，０００円は前年度と同額で、

存目程度を計上するものであります。 

 ３項特別利益１目過年度損益修正益１，００

０円は、前年度と同額で存目程度を計上するも

のであります。 

 １８ページ、１９ページをお開き願います。 

 支出について御説明申し上げます。 

 １款下水道事業費用９億７，１００万円は前

年度対比６，３００万円の減であります。 

 １項営業費用は８億９，８５７万９，０００

円で前年度対比５，２５６万６，０００円の減

であります。 

 １目管渠費３，３７１万８，０００円は前年

度対比４７８万４，０００円の減でありますが、
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施設点検、調査委託料、管渠施設の修繕費など

を計上するものであります。 

 ２目処理場費２億３，８６０万円は前年度対

比７２８万５，０００円の増でありますが、浄

水センター指定管理料などを計上するものであ

ります。 

 ３目流域下水道管理費２５万１，０００円は

前年度対比８万３，０００円の増でありますが、

維持管理負担金を計上するものであります。 

 ４目総係費５，４９０万５，０００円は前年

度対比２９６万２，０００円の減でありますが、

業務に係る委託料や補助金などのほか、職員人

件費を計上するものであります。 

 ５目減価償却費５億６，８１０万５，０００

円は前年度対比５，２１８万８，０００円の減

でありますが、固定資産に係る減価償却費を計

上するものであります。 

 ６目資産減耗費３００万円は前年度と同額で、

固定資産に係る資産減耗費を計上するものであ

ります。 

 ２項営業外費用は７，１９８万１，０００円

で前年度対比９４７万８，０００円の減であり

ます。 

 １目支払利息７，１８７万１，０００円は前

年度対比５０７万８，０００円の減であります

が、企業債などの利息を計上するものでありま

す。 

 ２０ページ、２１ページをお開き願います。 

 ２目消費税１０万円は前年度対比４４０万円

の減でありますが、消費税及び地方消費税を計

上するものであります。 

 ３目雑支出１万円は前年度と同額で、存目程

度を計上するものであります。 

 ３項特別損失１目過年度損益修正損１万円は、

前年度と同額で存目程度を計上するものであり

ます。 

 ４項１目予備費４３万円は前年度対比９５万

６，０００円の減とするものであります。 

 ２２ページ、２３ページをお開き願います。 

 資本的収入及び支出の収入について御説明申

し上げます。 

 １款資本的収入４億２，１００万円は前年度

対比１億１，２００万円の減であります。 

 １項企業債は１目下水道事業債２億４，２９

０万円で前年度対比７，４００万円の減であり

ますが、公共下水道事業債を計上するものであ

ります。 

 ２項補助金は１目国庫補助金１億１，５９０

万円で前年度対比４，６５０万円の減でありま

すが、社会資本整備総合交付金を計上するもの

であります。 

 ３項負担金は６，２２０万円で前年度対比８

５０万円の増であります。 

 １目受益者負担金１，３３０万８，０００円

は前年度対比６８０万８，０００円の増であり

ますが、受益者負担金を計上するものでありま

す。 

 ２目他会計負担金４，８８９万２，０００円

は前年度対比１６９万２，０００円の増であり

ますが、一般会計負担金を計上するものであり

ます。 

 次に、支出について御説明申し上げます。 

 １款資本的支出７億７，３００万円は前年度

対比１億６００万円の減であります。 

 １項建設改良費は３億６，５９７万７，００

０円で前年度対比１億１，８５９万７，０００

円の減であります。 

 １目管渠建設改良費２億７，６２５万７，０

００円は前年度対比１億２，２９３万８，００

０円の減でありますが、設計業務委託料、管路
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整備工事費などを計上するものであります。 

 ２目処理場建設改良費８，９２０万円は前年

度対比５６０万円の増でありますが、浄水セン

ターに係る設計委託料や電気設備設置工事費な

どを計上するものであります。 

 ３目流域下水道建設費負担金５２万円は前年

度対比１２５万９，０００円の減でありますが、

流域下水道事業の負担金を計上するものであり

ます。 

 ２項１目企業債償還金４億６２０万１，００

０円は前年度対比１，３１０万５，０００円の

増でありますが、元金償還金を計上するもので

あります。 

 ３項１目予備費８２万２，０００円は前年度

対比５０万８，０００円の減とするものであり

ます。 

 次に、令和４年度上山市下水道事業会計予定

キャッシュ・フロー計算書について御説明申し

上げますので、５ページにお戻り願います。 

 １業務活動によるキャッシュ・フローは、当

年度純利益からその他流動資産等の増減額まで

の小計４億３９２万２，０００円に利息及び配

当金の受取額、利息の支払額を増減し、３億３，

２０５万２，０００円とするものであります。 

 ２投資活動によるキャッシュ・フローは、有

形固定資産の取得による支出から一般会計から

の負担金による収入までを合計し、マイナス１

億６，１８５万８，０００円とするものであり

ます。 

 ３財務活動によるキャッシュ・フローは、建

設改良費等の財源に充てるための企業債による

収入と、建設改良費等の財源に充てるための企

業債の償還による支出を増減し、マイナス１億

６，３３０万１，０００円とするものでありま

す。 

 結果、資金増加額が６８９万３，０００円と

なり、資金期首残高３億３，４９２万円を加え、

資金期末残高を３億４，１８１万３，０００円

とするものであります。 

 次に、令和４年度上山市下水道事業予定貸借

対照表について御説明申し上げますので、１０

ページをお開き願います。 

 初めに、資産の部でありますが、１固定資産

は、（１）有形固定資産のイ土地からホ工具器

具及び備品までの合計１３２億７，３４９万７，

０００円に、（２）無形固定資産のイ施設利用

権とロソフトウエアの合計４，８６５万２，０

００円を加え、固定資産合計を１３３億２，２

１４万９，０００円とするものであります。 

 ２流動資産は、（１）現金預金から貸倒引当

金までを合計し、流動資産合計を４億９，６６

２万９，０００円とするものであります。 

 資産合計は１３８億１，８７７万８，０００

円とするものであります。 

 １１ページをお開き願います。 

 負債の部でありますが、３固定負債は、

（１）企業債で合計を５７億９，３６４万１，

０００円とするものであります。 

 ４流動負債は、（１）企業債から（３）引当

金までを合計し、４億２，２６１万５，０００

円とするものであります。 

 ５繰延収益は、（１）長期前受金と（２）長

期前受金収益化累計額を合計し、６１億７５５

万９，０００円とし、負債合計は１２３億２，

３８１万５，０００円とするものであります。 

 次に、資本の部でありますが、６資本金は、

（１）自己資本金で合計を１１億６，３７７万

４，０００円とするものであります。 

 ７剰余金は、（１）資本剰余金のイ受贈財産

評価額からハ負担金等までを合計した２億３，
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５４４万３，０００円に、（２）利益剰余金の

イ当年度未処分利益剰余金９，５７４万６，０

００円を合計し、剰余金合計を３億３，１１８

万９，０００円とするものであります。 

 資本合計は１４億９，４９６万３，０００円

で、負債・資本合計は１３８億１，８７７万８，

０００円とするものであります。 

 なお、給与費明細書などのそのほかの説明書

につきましては、説明を省略させていただきま

すので、御参照いただきたいと存じます。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

申し上げます。 

○中川とみ子委員長 これより質疑に入ります。 

 質疑は、全部を一括して行います。 

 質疑、発言を許します。尾形みち子委員。 

○尾形みち子委員 ２２ページ、実施計画の明

細のところで、このたび浄水センターの更新設

置というようなことがあったわけでございます

けれども、それぞれ年数もたち、これから更新

をしていく状況であるとは思いますけれども、

更新、設置工事をした上で、どの程度の耐久性

があるのかというようなことも含めて、これか

ら計画的にするというようなことでよろしいの

かお尋ねいたします。 

○中川とみ子委員長 上下水道課長。 

○横戸利平上下水道課長 浄水センターの計画

でございますが、まずは設備に関しましてはス

トックマネジメント計画の中で、向こう２５年

間の事業すべきものを洗い出し、それを事業化

しておるところでございます。 

 また、浄水センターにつきましては、今計画

にも上げておりますが、耐水化事業も含めまし

てその事業の平準化を図りながら、今後浄水セ

ンターの延命化、長寿命化を進めてまいりたい

と考えております。 

○中川とみ子委員長 尾形みち子委員。 

○尾形みち子委員 今後浄水センターの中でも、

様々改修設備そういったものが出てくるという

ようなことであるとは思うんですけれども、そ

のほかの汚水管そういったものについては、こ

の状況どうなっているのか、今の現状をお示し

ください。 

○中川とみ子委員長 上下水道課長。 

○横戸利平上下水道課長 そのほかの設備につ

きましては、まずは管路でございますが、下水

道事業が始まりまして約４０年、管路の耐用年

数が約５０年ということで、まだその耐用年数

には達していないところであります。ただ、当

初埋設しておりましたヒューム管関係につきま

しては、内部の破損等が少し目立ちますことか

ら、カメラ等を入れまして調査、劣化の激しい

ところにつきましては内部更生工事などの応用

工法を適用しまして、修繕を進めておるところ

でございます。 

 管路のほうの計画につきましても、ストック

マネジメント計画を立てながら、平準化しつつ、

今後古いところを調査しながら、更新してまい

る考えでございます。 

○中川とみ子委員長 尾形みち子委員。 

○尾形みち子委員 浄水センター、うちでも１

つというようなことでありますので、やはり必

要性のあるところには、今後の改修や工事とい

うようなことも含めて、続けていただきたいと

いうふうに思います。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 質疑はないものと認めま

す。 

 以上で、議第１６号議案に対する質疑を終結

いたします。 
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 これより討論に入ります。 

 討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 討論なしと認めます。 

 採決いたします。 

 議第１６号令和４年度上山市下水道事業会計

予算は、原案のとおり可決すべきものと決する

ことに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第１６号は原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 以上で、当委員会に付託されました議案の審

査は全て終了いたしました。 

 この際、お諮りいたします。 

 委員長報告の取りまとめは、正副委員長に御

一任願いたいと思います。これに御異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、委員長報告の取りまとめは、正副委

員長に一任することに決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

閉  会 

 

○中川とみ子委員長 これにて予算特別委員会

を閉会いたします。 

 御苦労さまでした。 

    午前１１時５９分 閉 会 

 


